
 

Instructions for use

Title 一般水産加工食品における真菌類に関する研究：第1報 一般水産加工食品における酵母の分布

Author(s) 信濃, 晴雄; 坂井, 稔

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 18(1), 37-50

Issue Date 1967-05

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/23300

Type bulletin (article)

File Information 18(1)_P37-50.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


@ 

一般水産加工食品に沿ける真菌類に関する研究

第 1報一般水産加工食品に沿ける酵母の分布

信濃晴雄・坂井稔

Studies on the True Fungi in Processed Sea Foods 

I. Yeasts in processed sea foods 

Haruo SHINANO* and Minoru SAKAI* 

Abstract 

A study has been made of the distribution of yeast in processed sea food目.

A total of 248 strains of yeast were isolated from 37 of 45 samples tested in this 
study. Two hundred twenty-six strains of yeast were identified as belonging 
to 19 species which belong to 9 genera， namely SαccharOntyce8， llans仰 ulα，
Debar官Ontyce8，Schwαnyont百ces，Candida， Torulopsis， Trichosporon， Rhodotorula 
and Cr仰 tococcus，by the method of classifiω，tion鴎，tup by Lodder and van Rij， 
but 22 strains could not be identified by their method. The results of the experiment 
showed that the 抑制tswhich were distributed in high perωntage through out a11 
the samples were SaccharOntyoo8 ntellis， Sωchαronty，ωs rouxii， Debι，ryontyces 
kloeckeri， Ca吋 idαntelibiosi，and the like. The pr∞essed sea foods in which the 
distribution of yeast was most abundant and wide were “Tsukudani" foods 
(prωerved foods boiled down in soy and sugar). In “Tsukudaniぺtheinsidence 
of the so-ca11ed osmophilic y'ωsts， Saω加阿佐tycesntellis and Sαccharo骨tyc，官srO'l必xii，
showed a high rate together with the鈎 lttolerant 抑制ts，Debar百ontyceskloeckeri， 
andG側 didα悦 elibiosi.In other groups of飽 afoods， fermented， dried and smoked， 

the results obtained were not worthy of special mention except that the distribution 
of the asporogenous yeasts is higher than that of the sporogenous yeasts. 

緒言

近年，一般水産加工食品は食生活の改善とともに副食，あるいは晴好品としてその需要も年々増加

の傾向にあるが，これらの食品は原料製造工程および流通過程において，また製品の成分組成，ある

いは各種添加調味料などの面において各種微生物と密接な関連性を有し，食品衛生上からも検討を要

する点が多い。

一方，一般水産加工食品に関連性を有する微生物は，食品の風味，熟成，保蔵などに関与しその品

質に与える影響は大きし中でも真菌類の果す役割は極めて重要と考えられる。しかしながらそのも

っとも基本的な問題と考えられるこれら一般水産加工食品における真菌類の菌叢についてはー般に関

心が薄いようでこの方面における研究ははなはだ少ない1)九 著者らは目下市販の一般水産加工食品

について真菌類を対象に種々検討を行なっているが，本報においてはまずこれら若干の食品から分離

した酵母類について分類学的検索を行ない，一般水産加工食品における酵母類の分布および各食品と

の関連性について検討を加えたのでその結果を報告する。

*北海道大学水産学部微生物学講座
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実験

1 供Z式首の由来および分離法

Table 1に示したごとく，検体は函館市内の百貨庖において購入した一世水産加工食品 45検体で，

購入に際して各検体は滅菌シャーレに納入し，直ちに実験室に持ち帰り実験に供した。すなわち，各

検体の約 20gを滅菌生理的食塩水 100mlとともにホモジナイザーで充分に均質液とした後，その

2ml 宛をシャーレに注加，こうじ汁寒天およびポテトグルコース寒天を分離培地として混釈培養

(2500， 7日間)，発生した集落のうち，酵母と確認されたものをなるべく多数釣菌して供試菌とした。

なお，上記の混釈培養で酵母が検出されなかった検体については，こうじ汁による増菌培養液につい

て再度混釈培養を行なって酵母の検出を試みた。分離された供試菌は 248株であった。

2 分類学的検査法

供試菌はあらかじめポテトグルコース寒天平板培地上の定形的単独集落の釣菌をくり返した後，以

下の実験に供した。以下特記しない限り培養温度は 2500で行なった。

(1) 形態学的性状の観察

各供試菌について，麦芽汁寒天画線培養，麦芽汁培養およびポテトグルコース寒天綾地でのスライ

ド培養法を行ない，細胞の大きさ，形状，発育の状態，菌糸の有無，栄養増殖の方法などについて

4-7日および 30日後の状態を観察した。

(2) 胞子形成試験

あらかじめ麦芽汁寒天斜面で前培養を行なった供試菌を石膏， Gorodokowa氏寒天斜面，およびポ

テト培地斜面に培養し， 7-30日間にわたり胞子形成の有無，胞子の形状および数などについて鏡検

観察を行なった。

(3) 糖産量酵試験

2%の yeastextract液にグルコース，ガラクトース，シュークロース，マルトース，ラクトース

およびラフィノースの 6種の糖を 2%の割合に添加し，ダルハム管入り中試験管に分注，滅菌後，供

試菌を大量に接種し， 10日間にわたりガス発生の有無を観察した。なお，ラフィノース殴酵性の認め

られた菌株については更にメリピオースの醸酵性を観察した。

(4) 糖同化試験

Lodderの auxanograph法S)および Wickerhamの法.)を併用してグルコース，ガラクトース，

シュークロース，マルトースおよびラクトースの 5種の糖に対する同化性を試験した。なお， Loddel'" 

の auxanograph法に用いた基礎培地は (NH山80，0.5%， KH2PO，・7H200.05払寒天 2%の組

成のものを使用し， Wickerhamの法ではDifco社製の yeastnitrogen baseを使用した。

(5) 硝酸塩同化試験

糖同化試験と同様， auxanograph法とともに Wickerhamの法を併用し，硝酸塩としては KNOs.

を用いた。 Lodderの auxanograph法に用いた基礎培地はグルコース 2%，KHzPO， 0.1%， Mg80.・

7HzO 0.05?る，寒天 2%の組成のもので Wickerhamの法ではDifco社製の yeastωrbonba鵠を

使用した。

(6) エタノール利用試験

基礎培地として(阻む)280，0.1%， KH2PO， 0.1%， Mg80，・7H200.05%の組成のものを使用し，

これに少量の 2%酵母浸出液および3%の割にエタノールを添加， 7-30日間培養し，エタノール非

添加の対照と発育状態を比較してエタ/-ル利用性を試験した。
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Numbers of the y舗 st8isolated from various pr.似閣総d総 af伺ds

No. (TraSdame pnlae me) Main material No.of No. (TraSdae mpnlae me) Main material No.of 
isolate isolate 

1 “Kodai-no・kanroni" sea bream 22 24 “Kanokomusubi" Squid 1 

2 “Norit8ukudani" Laver 13 25 “Sakiika" Squid 

8 “Ikaarare" Squid 14 26 “Kodai-no・mirakuyaki" sea bream 
4 “Go自hikimat8uba" Squid & laminaria 18 27 “Umaika" Squid 

5 “Chirimenkonago " Sand eel 16 28 “Futanani" Cod&自hrimp

6 “Asaritsukudani" Baby clam 20 29 “Hotatekaibashira " Sωllop 

7 “Himemakikonbu " Laminaria 11 30 “Yakifugu " Globe fish 

8 “Taikonbu" Laminaria & sea bream 3 31 “Ikaharusame " Squid 1 

9 “Hotalika" Squid 8 32 “Waika" Squid 10 

10 “Ebit8ukudani " Shrimp 6 33 “lkaω，riyaki" Squid 

11 “Chikat8ukudani " Smelt 19 34 “Fubukitぽ 'a" cod 

12 “Shirasu旬ukudani" Sardnie fry 16 35 “lkachinmi " Squid 6 

13 “Unit8ukudani" sea urchin 11 36 “Suraisu" Pink salmon 

14 “Uniawabi" sea urchin & abalone 37 “Tarakunsei " Cod 

15 “lkauni鵠" Squid & sea urchin 38 “Takokun田 i" Octopus 2 

16 “Unikurage" Sea urchin & jeUyfish 4 39 “lkakunsei " Squid 4 

17 “Mat8utakeika " Squid 2 40 “Takokunsei " Octopus 9 

18 “Yakiebi" Shrimp 2 41 “Sakekunsei " Pink salmon 

19 “Fubukitara " cod 3 42 “Akagaikunsei " Ark日hell 6 

20 “Suehiro" Squid 13 43 “lkakunsei " Squid 8 

21 “Ume" Squid 一 44 “Tarakunsei " 白d

22 “S制 a" Sqqid 45 “Fu郡lkunsei" Globe貧困h

23 “Kushiebi" Shrimp 

Table 1. 
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Distribution of the yeasts in the processed sea foods 

で¥¥¥No¥.0銅f一imωpl一alザ，te 一 1 2 3 4 5 6 7 8 9roll~HWTI~WWMM~~~~~a~1 

Yeast ¥----------
22 13 14 18 16 20 11 3 8 6 19 16 II 4 2 2 3 13 1 1 10 6 2 4 9 6 8 

SadceclhbaTruoemcKzm44 s: 6 
cerevtstae 1 
rouxt~ 2 1 1 4 1 2 II 2 
mellis 15 1 5 II 2 6 1 1 1 4 6 1 

Hansenulα: 
anomalι 1 2 
subpelliculosα 1 

DekbtGωTcZJkOg働T24Mms: 
2 1 1 1 3 1 12 1 1 2 

Sc。hωtc4adTezg，zota伽1U48ces: 
1 

Cαnd必α:
melibiosi 4 1 3 4 3 3 2 1 1 

4p%atTearpmse41d0仰sis 4 1 1 1 
8 1 1 II 

ωtenulat，品 1 2 2 1 4 8 

Tofqα.u伽lo晶pωsis: 
8 8 

Trichosporon: 
cuta叫eu悦 2 

Rhodotorulα: 
?p?Zαtt41d4dlaa g47SOSα 3 2 1 1 4 1 1 

1 1 

CrluαpZ4tfoec7wzt4c4 us: 4 

dα4lbiRtkutte48 畑
2 

6 
Unidenti畳ed 2 3 4 12 1 

Table 2. 
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*: Yeωts were not detected from lacked sample自 (18samples) 
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(7) 澱粉様物質の検出試験

(NH')ZS04 0.1%， KHzPO， 0.1%， MgSO，・7HzO0.05%，グルコース 1%，寒天 2%の組成から

なる基礎培地に少量の 2%酵母浸出液を添加して平板を作製し，供試菌を塗抹， 2週間培養後ルゴー

ル液を培地面に注加して澱粉様物質の産生の有無を検出した。

なお，酵母の分類についてはその形態学特性はもちろんであるが，近年糖類ならびに硝酸塩などに

対する生化学的性状もかなり重要視され， Lodder8) らの分類も種 (species)は大体糖類の醸酵性，

同化性および硝酸塩の同化性を基盤とし，これに各種形態的特性を加味して分類を行なっている。著

者らはこのような観点に立ってLodderらの記載をとりまとめ Keyを作製し(稿尾参照)，これに

したがって分類を行なった。

結果および考察

1. 供試薗の問定

(1) genus Sacc.加 romyce8

各種形態学的性状および生化学時性状から本属と認められたものは供試薗 248株中 85株で，この

中，糖の同化性，胞子ならびに偽菌糸の有無などから， 6株は SaωhromyOO8delb1・ueckiiに， 1株

は Sa∞hromyce8cer仰 isiae，22株は Sacchal叩myce8rouxii， 48 株は SacchromYOO8 仰~elli8 に同定

された。残り 8株中2株はその形態学的および生化学的性状から Sωωromyce8ro山 iiに相当する

ものと恩われるが，微弱ながらもシュークロースの癒酵性が認められる点で Lodderらの記載による

Saccharomyce8 rmωii とことなる。しかしながらこのシュークロースの弱い醗酵性については，

Stelling-Dekker が Lodder らの分類では Sacch即O骨~yce8 ro旬xiiの synonymとして扱われてい

る Zygo8acchαγom百008j.αponi仰 8Saito var. soya (Saiω) Dekker (Stelling-Dekker)についてそ

の醸酵性を認めていることからこの 2株は Sacchαγom百ce8rouxiiと同定するが適当であろう。残り

の 6株についてはその形態学的および生化学的性状から Sαω加 γomyce8mellisに類似するが，前述の

2株と同様，弱いシュークロースの酸酵性が認められる点が若干 Lodderらの記載による Saccharo-

骨~yce8 骨~elli8 とことなる。しかし前述の 2株についてみられた弱いシュークロースの酸酵性と同様，

Saccharomyces例 elli8に属する 2・3 の菌株について vonRichter， Stelling-Dekkerあるいは

L∞hheadらがシュークロースの酸酵性を報告していると Lodderらは述べている。またこのような

弱いシュークロースの畷酵性はシュークロースに含まれる極く微量の転化糖がこの種酵母によって分

解されその結果生ずる酸によって除々にシュークロースが転化糖に変化するために起るものであると

いう枇arの説明も記載されている。このような観点から，著者らもこの 6株の諸種の性状を勘案し

て Sacchαγomyce8 仲~elli8 に同定するのが至当と考える。

(2) genus H，側 8e側 la

糖の同化性，酸酵性およびこの属に特有な性状として知られている硝酸塩の同化性，胞子の形状な

どから本属と認められたものは 4株で，その中 2株は明らかに Ha仰聞協lαα仰 malαに， 1株は

Hα附仰叫la8ubpell的 uosaに同定された。残り 2株については，本属の特性のーっとなっている皮

膜の形成が極めて微弱であるが，その他の誇性状を考慮、して Ha側側.ulααnomala と同定するのが

至当と考えられる菌株である。

(3) genus Debαryo悦 yce8

糖類に対する畷酵カの弱いこと，胞子表面に突起を有することなどの特異的な性状により，この属

に含まれる菌株は供試菌中25株であった。この属に含まれる撞は，前述のごとく糖に対する酸酵能に

- 41-
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Yeasts in “Tsukudani" sea foods 

可よ芯2-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (%*) 

22 13 14 18 16 20 11 3 8 6 19 16 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
Yeast ¥~一一一一一一一
Sacchαγomyces: 

deめγueckii 6 司
cerev~s~αe 1 
rouxn 2 1 1 4 1 2 

骨~ellis 15 1 5 11 2 6 1 1 

Ha畑側ulα:

a1W悦 ala 1 2 I 
間 bpelli側 losα 1 一」

Debaryomyces: 

kloeckeri 2 1 1 1 s 1 12 

Cα偽didα:

melibiosi 4 1 3 4 3 3 2 1 
parapsilosis 4 1 1 
伽ter骨~edia 3 1 1 11 』

Rhodotorula: 

mucilagi1W8a 3 2 1 

ToruloP8i8 : H famatα 8 

Cryptoωccus: w 
lαurentii 4 ロ

Unidentified 2 s 4 12 

Table 3. 

お
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関して，その酸酵能がまったく認められないか，または酸酵能を有していても極めて微弱であるなど，

霞酵能については極めて不安定であるためその同定には糖の同化性，皮膜形成の有無などが重要な性;

状になっている。この属に含まれる 25株はいずれもグルコース，ガラクトース，シュークロース，

マルトースを同化するもラクトースおよび硝酸塩を同化せず，また皮膜の形成も認められないこ

とから Debar百例施yceskloeckeパに相当する菌株であった。

(4) genus Sckwαn百omyces

表面に突起を有する胞子を産生， 胞子嚢は conjugationtubeに似た突起物 (protuberanω) を

有するなど，この属に特有な性状を有する菌株は 1株のみであった。この菌株は genusDebar百0-

mycesに属する酵母と異なり糖の酸酵カが強く，グルコース，シュークロースを明らかに眼酵し，さ

らにラフィノースも泌醗酵する。またグルコース，ガラクトース，シュークロースを同化するも硝酸

塩を同化せず，偽菌糸を形成しない。このような性状から本菌株は Sckw側首omyces附似閥的均と

同定れれる。

(5) genus Ca伺didα

各種生化学的および形態学的性状から本属と認められたものは供試菌中 71株で，その中 16株は

細胞は卵形，胞子形成能なく偽菌糸は良く発達， 5種の糖全部を同化しラクトースを除く 4種の糖を

醗酵するとともにラフィノースを M醸酵，また硝酸塩の同化性が認められないことなど，明らかに

Candida intermed仰に一致した。また各種性状から 8株は Candidapα叩 psilosisIこ， 21株は

Ca叫似acatenulataに， 22株は Ca叫idαmelibω>siに同定された。残り 4株は Cαndidαωtenulatα

と形態的に一致するがガラクトースの官接酵性を失なったものと考えるのが至当と思われる菌株であ

った。

(6) genus Torulopsis 

供試菌中，本属と認められたものは 11株でいずれも胞子形成能，偽菌糸形成能なく，ラクトースを

のぞく 4種の糖を同化するも硝酸塩の同化性は認められないなど Lodderらの Tor叫opsisfamαta 

tこ一致する菌株であった。またこの種は胞子形成能の認められない点のみが Debaryomyceskloeckeri 

とことなる点で Debaryomyc昭8klωckeriの不完全型とされている。

(7) genus TricMspor仰

胞子形成能，糖の官接酵カともになく true myceliumを形成し節胞子が認められる点などから本属

と認められたものは2株で硝酸塩の同化性なく，糖の同化性についてはグルコース，ガラクトース，

シュークロース，マルトース，ラクトースを同化，細胞は卵形または円筒形を呈することから，この

2株は Lodderらの記載による Tγick08poron側 taneumに一致するものであった。

(8) genus Rkodotorula 

著明な赤色，澄赤色或いはピンク色の色素を産生し，糖の酸酵性，胞子形成能ともになく明らかに

genus Rkodotorulαと認められたものは供試菌中 15株で，これらは糖類および硝酸塩の同化性，細

胞形態により 13株が R加dotorulamuc伽 ginosαに， 2株が Rkodotorulapαllidαに同定された。

(9) genus C叩 ptωOCCU8

本属の有するもっとも特徴的な性状は，細胞がカプセルによって覆われ，その細胞中ならびに培地

中に澱粉様物質を産生することである。供試菌中，本属と認められたものは 12株で，それぞれ糖お

よび硝酸塩の同化性，形態学的性状などから 6株が CryptocωCU8αめid闘に， 2株が CryptωOCCU8

di.fflue畑に， 4株が Cr百ptωoωU8laurentiiに同定された。

(10) 同定し得なかった菌株

Lodder らの分類法では同定することができなかった菌株は供試菌中 27株で，その中 1株は細胞
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Cα偽did，α:

pαγαp8ilo8i8 1 1 1 
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Rhodotorula: 

回pαllida 1 

仁コUnidentified 1 

Table 5. 
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形はほとんど円形で胞子形成能なく，また偽菌糸の形成も認められないことから genusTorulopsis 

に属する菌株と思われる。糟に対する態度はグルコース， ガラクトース， マルースを同化し， グル

コース，マノレトースのみを醗酵する。また硝酸塩の同化'性が明らかに認められる。また 1株は細胞形

は卵円形で胞子形成能はなく，偽菌糸は良く発達し， genus Ca旬d似aに属する菌株と推定される。こ

の菌株は硝酸塩を同化し，グルコース，シュークロース，マルトースを酸酵，ラフィノースもその泌

を醗酵する。糖の同化はラクトースをのぞく 4種の糖を同化し，液体培地においては皮膜， リングの

形成は認められない。ほかの 1株については，土星状の胞子を形成するとともに硝酸塩の同化性が認

められるところから genusHa間開旬lα に属する菌株と思われる。この菌株はグルコース，シュー

クロースを醗酵するとともにラフィノースも泌醸酵する。糖の同化については，グルコース，ガラク

トース，シュークロースを同化する。液体培地で皮膜およびリングの形成は認められずまた偽菌糸の

形成も認められない。残り 24株は胞子形成能，偽菌糸形成能ともになし細胞は円形または卵円形を

呈し， genus Torulopsisに属する菌株と考えられるが，グルコース，マルトースを酸酵し，グルコ

ース，ガラクトース，マルトースを同化，硝酸塩の同化性も認められる。このような諸性状からこれ

らの菌株は Lodderらの記載による種のいずれにも合致しなかった。

2. 各種検体における酵母の分布

一般水産加工食品 45検体から得た供試菌株は248株で，これらの酵母は Table2に示すごとく 9

genus， 19 specie自に分類された。これらの酵母のうち，もっとも検出頻度の高いものは 45検体中

12検体から分離された Saccharomyces 骨tellis で， 次いで Deba叩 omyces kloeckeri， Ca処dida

melibio8i， Sacchα何 myce8rouxiiなどである。また，各検体について酵母の検出頻度の高い検体は，

五色松葉 (No.4)，ホタルイカ (No.9)，いかあられ (No.3)，あきり (No.6)，ちか (No.11)， 

末広 (No.20)，赤員の煉製 (No.42)などであるが，これらの結果について各検体を佃煮類，殿酵

食品ならびに乾燥食品および爆製品の 3種に分けてさらに詳細に考察してみると，佃煮類では計12検

体から 166株の酵母が分離され，それらは 7genus， 13 speciesに分類された (Table3)。その中で

分布の広い酵母としては，Saccharomyces mellis， Sωcaromycesγouxii， Debα叩倒見yceskloeckeri， 

Cαndida melibiosiなどがあげられるが，特に興味を引く点は，これらの酵母がほとんどこの種検体

からのみ分離されていることで，他種の検体からはわずかに Sac，抗日間骨tycesrouxiiが醸酵食品の2検

体から，Saccharom仰 smelllisが酸酵食品，乾燥食品および煉製品のおのおの 1検体から，Debα叩 0・

myces kloeckeriが乾燥食品の 2検体と煉製品の 1検体から，また C側 didαmelibiosiは乾燥食品の

1検体から分離されているにすぎず，これら 4種の酵母の分布は佃煮類に属する食品に極めて特異的

に見出される酵母であると考えることができょう。これら 4種の酵母のうち，Sac~haromyce8 mellis， 

Saccharomyces rouxiiはいわゆる“osmophili巴 yeast"として知られる酵母でかなり高浸透庄下

(グルコース濃度 60%: WjV)においても発育することができる酵母である。また Debaryomyces

kloeckeパも食塩耐性の強い酵母として知られており ，Ca旬dida慨 elibiosiについては著者らが行な

った実験5)によれば糖濃度 50%(グルコース:WjV)においても発育可能であり，また食塩濃度で

は 15%(WjV)まで発育可能であった。なお Ca偽didamelibiosiは riboflavinのごときビタミン

類を産生することも知られている。以上述べたようなことから，佃煮類に属する食品のように糖濃度

および食塩濃度の高い食品とそれらの食品中において検出頻度の高い酵母との聞には特異性が認めら

れ，これらの酵母が佃煮類に属する食品の風味，熟成などに重要な役割を果しているであろうことは

想、像に難くない。

鞍酵食品，乾燥食品および嬢製品については，佃煮類にみられるような広汎な酵母の分布は認めら
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れず，また食品と酵母との間の特異的な関連性もない。ただ，全体を通じて有胞子酵母よりも無胞子

酵母の検出頻度が高い傾向を示している (Table4， 5)。駿酵食品の 4検体中，酵母の検出された 2検

体 (No.13， 16)においては，佃煮類と類似した酵母の検出が見られるが，検体数が少ないために明

確な傾向はつかめない。また』療製食品中では赤貝の嬢製 (No.42)が特に酵母の分布の広い食品で

4 genus， 4 species の酵母とほかに 1 株同定し得なかった酵母も検出された。中でも Schwα旬。骨~yces

剖 cidentalisはほかのいずれの検体からも検出されなかった酵母である。

要 約

市販の一般水産加工食品検体から 248株の酵母を分離し，分類学的検索を行なって一般水産化工食

，品における酵母の分布について検討を加え次の結果を得た。

(1) 供試菌は 9genus， 19 speciesに分類され，もっとも検出頻度の高い酵母は Saccharomyces

mellis， Sacchaγomyces rouxii， Ca叫didamelibiosi， Debαγ百omyceskl田 ckeriであった (Table2)。

(2) 佃煮類ともっとも検出頻度の高い上記4種の酵母との聞に特異的な分布状態が観察された

(Table 2， 3)。

(3) 佃煮類を除くほかの食品においては，有胞子酵母よりも無胞子酵母の検出頻度が高い傾向が

完られた (Table4， 5)。

Key-l. Key to the species of yeast which are able to ferment a sugar 

_A. Glucose， galactose， sucrose， maltose and lactose are assimilated. 

a. Glucose， galactose， sucrose and maltose are fermented. 

1/3 Ra缶noseis fermented. 

KNOa is not assimilated. 

Cells are oval. 

Pseudomycelium is not very well developed. 

Thin pellicle or islets are formed. 

Spores not formed. 

......0，α悦didα仰 teγme“α(CIF.et ASHE.) LANGERON et GUERRA. 

:B. Glucose， galactose， sucrose and maltose are assimilated. 

且. Glucose， galactose， sucrose and maltose are fermented. 

1/3 Raffinose is fermented. 

KNOa is ssimilated. 

Cells are found to oval， multila旬ralbudding. 

Pseudomycelium is well developed. 

Dry， dull creeping pellicle is formed on liquid media. 

Hat-or saturn-shaped ascospores are formed. 

....He附印ulaa仰 mαlα(HANSEN)H. et P. SYDOW. 

KNOa is not assimilated. 

Cells are round， oval to elongated， multilateral budding. 

Pseudomycelium may be formed. 

Ring is formed on liquid media. 
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Round to ellipsoidal asωspor偲 areformed. 

Ratio between length and width of the cells about 1-2. 

..8ω唱haromycescerevisae HANSEN. 

b. Gluco鴎， sucrose and maltose are fermented. 

1/3 Raffino鵠 isfermented. 

KN03 is assimilated. 

Cells are round to oval， multilateral budding. 

Pseudomycelium is wel1 developed. 

Hat唱apedascospores are formed. 

.... ..Hause側 lα subpelliculosαBEDFORD.

c. Glucose and sucrose are fermented. Galactose and maltose are variable. 

2/3 Ra館nωeis fermented. 

KNOa is not assimilated. 

Cells are round to short-oval， multilateral budding. 

Pseudomyωlium is wel1 developed. 

Spores not formed. 

.....cαndidαmelibiosi LoDDER et V AN RIJ. 

d. Glucose and sucrose are fermented. 

1/3 Raffinose is ferment泡d.

KNOa is not assimilated. 

Cells are round to short-oval， multilateral budding. 

Pseudomycelium may not be formed. 

[XVIII， 1 

Round and warty ascospores are formed in as巴uswhich have a protuber-

anωresembling ωnjugation tube. 

..Schwαnyo悦 ycesocc似entalisKLOCKER. 

e. Glucose and galactose fermented. 

KNOs is not aBSimila旬d.

Cells are round to oval. 

Pseudomycelium is well developed. 

Spores not formed. 

......cα冗didαparapsilosis(ASHF.) LANGERON et TALICE. 

f. No fermentation or a very w伺 kfermentation of glucose only or of glucωe and 

鵠 ωharose.

KN03 is not as喝imilated.

Cells are round to oval. Pellicle is not formed on malt extract or only after 

a very long time of incubation. 

Pseudomycelium is not formed. 

Round and warty ascosporωare formed. 

.. . Debaryomyces kloeckeri GUILLIERMOND et PEJu. 

Spores not formed. 

..To刊 lopsisfamata HARISON. 
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C. Gluω，se， galacto鴎 andmaltωe are a踊 imilated.

Gluω関 andmaltose are fermented. 

KNOs is not assimilated. 

Cells are round to oval. 

Pseudomyωlium is not formed. 

Round ascω:pores are formed. 

. .8>似沼加ro例 yce8roua:ii BoUTROUX. 

D. Glulωse and galactose are assimila旬d.

a. Glu∞鴎 andgalacto哩eare fermented. 

KNOs is not assimilated. 

Cells are round to short-oval， multilateral budding. 
Pseudomyωlium is not formed. 

Round ascωporesぽ eformed. 

'" ...8>ωchαro悦 yce8deめrueckiiL1NDNER. 

Cell日紅eovalωeylindri，ω.I. 

P鴎 udomyceliumis well develo伊 d.

Spore is not formed. 

...Ca悌d似αcatenulαωDIDDENSet LODDER. 

b. Gluωse is fermented. 

KNOs is not assimilated. 

Cells are round to目hort-oval

Pseudomyωlium is not formed. 

Round to oval鋪∞spor，ωareformed. 

..... .Sacchar仰 tyc哩S旬telli8(FABIAN et RUlNET). 

Key-2. Key to the specie目。f抑 制twhieh are not able to ferment a sugar 

A. KNOa is a鰯imilated.

a. Gluω鴎， galae旬鴎， sueroω， maltose and lactose are鎚 similated.

Cells are round to short-oval，佃dsuπoundedby a ω.psule. 

Under appropriaぬ ω，nditions“自tareh"is formed in this偽開11e.

No開eudomyceliumis formed. 

..Cr仰伽抑制 albid蜘 (SAITO)S阻 N畑 R.

b. Glueose， galaeto鴎， suerose and maltose are a邸 imila'ぬd.

Cells are round to oval，組dsurrounded by a ω抑 11e.

Under appropriate ωnditio国“stareh"is formed in this ea抑 11e.

No pseudomycelium is formed. 

..Cr仰伽附U8di.tft抑制 (ZACH)nov.ωmb. 

B. KNOa is not a日目imilated.

a. Glu似腕， g富laeω鵠， suero鵠， maltωe and lactose釘 e創 simila鵠d.
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Cells are round to ovaI， and surrounded by a capsule. 

Under appropriate ∞nditions“starch" is formed in this capsule. 

No pseudomyceIium is formed. 

..Cr仰 tocω四 8laure処tii(KUFFERATH) SKINNER. 

Cells釘 'eovaI to cylindricaI. 

True myωIium is formed. 

Arthrospore is formed. 

[XVIII， 1 

. . . . Tricho8poronωtαneum (DEBEURM.， GOUGEROT et VAUC即時 OTA.

b. Glu∞se， galactose， sucrose and maltose are assimiIa'ぬd.

Cells are short-ovaI to ovaI， multiIateraI budding. 

Generally no pseudomyceIium;∞ωsionally primitive development ∞cures. The 

color is red. 

. . . . . Rhodotorulα悦 ucilαgi仰 Bα(JORG.)HARRlSON. 

c. Glucose and galactose assimiIated. 

CeIls are oval. 

No pseudomyceIium is formed. 

The ωIor is red to orange. 

. . .Rhodotorula pallida LoDDER. 
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